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11
月
26
日
、
飯
山
市
公
民
館

を
会
場
に
「
平
成
28
年
度
福
祉

教
育
懇
談
会
」
が
開
か
れ
、
約

１
３
０
名
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

福
祉
教
育
懇
談
会
は
地
域
・

学
校
・
家
庭
が
相
互
に
連
携
し
、

福
祉
の
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

取
り
組
ん
で
お
り
、
今
回
で
35
回

目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

る
か
い
の
大
平
孝
之
代
表
に
会
の

活
動
内
容
、
子
ど
も
達
と
一
緒
に

活
動
を
し
て
い
く
う
え
で
心
が
け

て
い
る
こ
と
を
発
表
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

2
つ
の
事
例
か
ら
、
学
校
、
地

域
、
行
政
、
そ
れ
ぞ
れ
が
密
接
に

関
わ
り
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
を
育

く
む
こ
と
で
「
あ
た
た
か
い
地
域

づ
く
り
」
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
子
ど
も

達
自
ら
が
地
域
に
関
心
を
持
ち
、

課
題
を
見
つ
け
、
自
主
的
に
取

り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
に
、
大
人

は
ど
う
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
く
の

か
、
地
域
と
学
校
は
ど
の
よ
う
な

関
係
を
築
い
て
い
く
と
よ
い
の
か
、

モ
デ
ル
と
な
る
事
例
を
聴
く
大
変

よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

後
半
の
講
演
会
で
は
長
野
県

子
ど
も
家
庭
課
幼
保
連
携
推
進

員
の
関
裕
子
氏
か
ら
「
何
が
あ
っ

て
も
乗
り
越
え
て
い
け
る
子
を

願
っ
て
〜
乳
幼
児
期
に
育
っ
て
ほ

　

前
半
の
事
例
発
表
で
は
東
小

学
校
の
皆
さ
ん
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
の
取
り
組
み

や
、
地
域
の
方
と
の
活
動
、
5
年

生
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
学
習
」
で

の
研
究
発
表
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
菜
の
花
さ
か
せ

難
を
乗
り
越
え
て
い
く
力
が
弱

く
、
自
分
が
ダ
メ
な
人
間
だ
と
感

じ
て
い
る
人
が
多
い
そ
う
で
す
。

何
歳
ご
ろ
か
ら
こ
う
い
っ
た
考
え

方
に
な
る
の
か
を
研
究
す
る
と
、

な
ん
と
乳
幼
児
期
ま
で
遡
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
幼
児
教
育
は

見
え
な
い
教
育
と
い
わ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
が
、
こ
の
時
期
の
教
育

は
、
人
格
形
成
は
も
ち
ろ
ん
、
基

本
的
な
信
頼
や
、
自
己
肯
定
、
自

発
性
な
ど
、
生
き
て
い
く
上
で
必

要
な
さ
ま
ざ
ま
な
能
力
の
土
台
作

り
を
行
う
大
切
な
時
期
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
が
成
長
し
て
い
く
過
程

で
の
大
人
の
接
し
方
に
つ
い
て
、

論
理
的
か
つ
実
践
に
基
づ
く
わ

か
り
や
す
い
お
話
を
し
て
い
た
だ

き
、
会
場
か
ら
は
驚
き
や
感
心
す

る
声
が
何
度
も
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。
親
だ
け
で
な
く
、
地
域
に
と

も
に
暮
ら
す
私
た
ち
も
そ
の
子
の

成
長
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
だ

と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
子
ど
も
と

関
わ
る
こ
と
で
私
た
ち
も
成
長
を

し
て
い
る
と
い
う
言
葉
が
強
く
印

象
に
残
り
ま
し
た
。

地
域
・
学
校
・
家
庭
の
連
携
か
ら
福
祉
の
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

「
福
祉
教
育
懇
談
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

平成29年度  児童館等登録申請   受付開始について

１月4日（水）～ ２月10日（金）（日・祝日を除く）

市内の小学校に在籍する児童で ・放課後保護者が保育できない児童
    ・特に登録が必要と認められた児童

児童センター　一覧 電話
上町児童センター 62-1321
戸狩児童センター 65-2841
城山児童館 63-3439
木島児童館 62-1619
泉台児童クラブ 63-1015
秋津児童クラブ 62-1818
瑞穂児童クラブ 65-1717

対 象 児 童

登 録 申 期請 間

　長野県共同募金会飯山市共同募金委員会（事務局 飯山市社会福祉協
議会）では、12月1日から12月31日まで「歳末たすけあい運動」を行っ
ています。募金の一部は「歳末激励贈呈事業」として、市内の重度要
介護高齢者（要介護度３・４・５）、重度心身障害者介護者の方などを
対象に「愛のしるし共通商品券」を配布します。民生児童委員のご協
力をいただき、12月中旬頃から対象者・世帯へお届けします。
　商品券は、i カード（飯山カードサービス事業協同組合）と菜の花カー
ド（トガリスタンプ組合）の加盟店などでご利用いただけます。

し
い
姿
か
ら
〜
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
親

が
子
ど
も
に
願
う
こ
と
」
を
、
子

を
持
つ
親
に
子
ど
も
の
年
代
別
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
た
と
こ
ろ
、
大

学
生
に
な
る
ま
で
は
親
の
願
い
は

様
々
で
し
た
が
、
大
学
生
を
超
え

て
か
ら
は
「
何
が
あ
っ
て
も
、
乗

り
越
え
て
い
け
る
よ
う
に
な
っ
て

ほ
し
い
」と
い
う
こ
と
だ
け
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
子
ど
も
に

「
社
会
を
生
き
ぬ
く
力
」
を
身
に

つ
け
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
で
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
現
代
は
、
苦

　飯山市社会福祉協議会では、フードバンク事業として市内の個人または団体、企業（食料品スーパーや職場など）から
食料品の提供・寄付の募集を行っています。提供いただいた食品は、飯山市社会福祉協議会、まいさぽ飯山等の関係機関
を通じて、経済的に困窮した状態で、食べるものがなくて困っている方々への支援に活用させていただきます。この事業
にご賛同いただける方は、フードバンク登録者としてぜひご協力をお願いいたします。お問い合わせは飯山市社会福祉協
議会までお願いします。

目 的
　児童によりよい環境の遊び場を提供し、健康を増進し豊かな情報を養い、心身ともに健全な児童の育成を図り、核家族化、
共働き家庭が急増するなかにあって、留守家庭児童等で保健指導を必要とする小学校児童を保護者からの申請によって保
護育成することを目的とします。

申 込 方 ・法 場 所
市内各児童センター、保育園にて申請書を配布しますので、必要事項を記
入し、利用される児童センターへ提出してください。

お 問 い わ合 せ
飯山市社会福祉協議会（飯山市福祉センター内）　☎ 62-2840

 11 月 7 日
飯山赤十字病院ふれあい祭
バザー売上金 111,921 円を

ご寄附いただきました。

ご浄財は、赤い羽根共同募
金として、地域福祉事業に
活用されます。

フ
ー
ド
バ
ン
ク

⇨ ⇨
提供いただいた食料品を
必要な方の支援に活用します。

・フードバンク登録者
　この事業の趣旨に賛同し食料品の提供協力を
　していただく個人または団体、企業等。

フードバンクにご協力をお願いします

　～歳末激励贈呈事業～
愛のしるし共通商品券 をお配りします

　現在、冬期間にスマイルとうど衆の専門的支援として、利用者宅から道路までの雪ふみ、雪片付け等を行っていただけ
る方を募集しています。活動者には 1時間 1,000 円の活動費が支給されます。わずかな時間でも活動できます。冬の間だ
けでも活動していただける方は是非、市社会福祉協議会 地域福祉係までご連絡をお願いします。

☆冬期間活動していただけるスマイルとうど衆を募集しています☆



　 

施設名等 ご 芳 名 内 容 等

湯の入荘

瑞穂盆栽会の皆さん 菊の鉢植え展示
丸山 安枝 様 フリーマーケット用品
芳川 ゆき江 様 フリーマーケット用品
ナルク飯山 様 フリーマーケット

小池 仁子 様 ニットモチーフつなぎ
12点 展示

飯山警察署交通課 様 警察講話
大崎 森雄 様 アコーディオン演奏
玉泉道場の皆さん 剣詩舞披露
ゲートボール同好会の
皆さん

ゲートボール場の
冬囲い

瑞穂老人クラブ・
瑞穂地区区長会の
皆さん

冬囲い

匿名 様 鉢の寄植え

西沢 吉一 様 蒸気機関車走行の写真
展示

常岩の里ながみね

上松 潤 様 飾り花サークル
合唱指導

竹松 恵里 様 合唱指導
長谷川 弘昭 様

散髪
小出 則之 様
加藤 昭雄 様
小林 求 様
小池 茂次郎 様 清掃
前澤 政宏 様 ハーモニカ
各務 雄太（親子） ハーモニカ
常盤地区更生保護女性会
の皆さん（10名） 漬物、縫物

前澤 優弥 様 日中活動ボランティア

飯山学園
シニア大学 様 子どもたちとの交流
おもちゃ王国 様 おもちゃ王国 招待

3637社協だより/16.12

平成28年 10月 21日～平成28年 11月 20日分

　 

お知らせと募集
この欄に関するお問い合せ・お申し込みは、飯山市社会福祉協議会☎62-2840まで

平成28年 10月 21日～平成28年 11月 20日分平成28年 10月 21日～平成28年 11月 20日分ご寄附・ご訪問
いつもありがとうございます

ご　寄　附
ご 芳 名 物　 品・ 金　 額 備 考
牧野 キヨノ 様 くず入 ご寄附

善意銀行
相澤 はま江 様 くず入 ご寄附

匿名 様 赤いちゃんちゃんこセット
ご寄附 デイサービスセンターへ

丸山 正子 様 介護用品 ご寄附 デイサービス瑞穂へ
常盤地区
社会福祉協議会 様 10,000 円 ご寄附 戸狩児童センターへ

匿名 様 一円玉（407 円）ご寄附
書損ハガキ

湯の入荘へ飯山市ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ連盟 様 24,128 円 ご寄附
日赤奉仕団 飯山分団 様 10,000 円 ご寄附
ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ木曜会 様 一円玉（1,600 円）ご寄附

ご　訪　問
施 設 名 等 ご 芳 名 内 容 等
デイサービス
ゆきつばき

シニア大学OBコーラスの
皆さん 歌・交流等

デイサービス瑞穂
みすじ会 様 三味線演奏
飯山ハーモニカクラブ
前澤 様 ハーモニカ演奏

デイサービス外様
飯山ハーモニカクラブ
前澤 様 歌・ハーモニカ

なかよしクラブ 様 踊り

デイサービス常盤

鈴木 よし子 様
菊の展示森 初ね 様

峰村 禮子 様
とがり保育園の皆さん
（15名）

ダンス・マジック等交
流

城山児童館
JAながの飯山支所女性部の
皆さん 児童との交流

飯山高等学校 JRC部 様 児童との交流
北部子育て
支援センター 小林 正子 様 やきいも手伝い
瑞穂児童クラブ 吉原 光恵 様 読み聞かせ

今月の歌
　 　 
知 市社会福祉協議会では、次のとおり無料の相談事業を行っています。

市民の方はどなたでもご相談できます。お気軽にお越しください。

総合相談
１月２0日（金）
9：00 ～ 15：00

午後は、弁護士による無料相談があります

ふれあい相談
毎週水曜日
9：00 ～ 12：00
飯山市福祉センター ( 本町 ) へお越しください

要予
約

・
こ
が
ら
し
が
吹
い
て
山
か
ら
雪
だ
よ
り

・
朝
夕
は
寒
さ
厳
し
く
小
雪
ま
う

飯
山　

石
沢 

タ
ツ
エ

・
世
界
中
回
る
地
球
の
昼
と
夜

・
雪
降
り
て
枯
れ
ゆ
く
花
の
淋
し
さ
よ

・
年
重
ね
元
気
嬉
し
や
お
年
と
り

飯
山　

服
部 
リ
エ
子

・
錦
秋
の
王
座
を
占
め
て
い
る
モ
ミ
ヂ

・
錦
秋
の
古
里
民
話
歩
き
だ
す

・
い
た
ず
ら
な
風
が
落
葉
を
も
て
遊
ぶ

・
枯
葉
舞
い
ロ
マ
ン
錆
び
つ
く
北
の
里

・
紅
葉
も
終
り
白
く
静
か
に
山
眠
る

常
盤　
小
野 

し
ま　

・
夕
陽
背
に
散
歩
姿
の
笑
顔
皺し
わ

・
あ
り
が
と
う
心
に
通
う
温
た
か
さ

常
盤　
ペ
ン
ネ
ー
ム
「
恵
み
」

・
思
い
や
り
深
き
陛
下
の
僥ぎ
ょ
う
こ
う倖に

故
郷
の
歌
か
す
れ
て
歌
え
ず

・
お
菜
洗
い
す
み
て
見
上
げ
る
山
の
端
に

研
ぎ
す
ま
さ
れ
し
三
日
月
か
か
る

・
日
を
追
っ
て
今
沈
み
ゆ
く
三
日
月
の

名
残
り
の
ひ
と
と
き
四
方
を
照
し
て

飯
山　
ペ
ン
ネ
ー
ム
「
日
文
」

・
過
疎
す
す
み
人
も
歩
か
ぬ
道
に
な
り

通
学
時
を
偲
び
寂
し
む

・
晴
天
に
墓
前
を
清
め
除
草
し
て

心
に
深
く
祖
先
を
遺
む

・
道
の
端
に
朝
露
の
お
り
ぬ
れ
て
咲
く

昼
顔
の
花
生
き
生
き
見
ゆ
る

飯
山　

丸
山 

昌　
　

平成 29年度　地域を良くするしくみづくり助成金　申請団体募集平成 29年度　地域を良くするしくみづくり助成金　申請団体募集募

予約
不要

【募集期間】平成 28年 12 月 1日～平成 29年 2月 1日　【助成期間】平成 29年 4月 1日～平成 30年 3月 31 日
【対象となる団体】
・事業目的が明確な、非営利の住民組織団体。分野は問わず、地域福祉活動を推進する団体・グループ等（法人および任意団体。以下、「団体等」）。
【対象となる事業】
　◆高齢者、障がい者、児童等を対象としたボランティア活動
　◆地域福祉および福祉普及活動を推進するための講演会の開催
　◆学校等における、環境問題に関する収集活動（エコキャップや使用済み切手、プルタブなど）
　◆福祉施設への訪問、交流等の事業 ◆高齢者、障がい者、児童等を対象とした見守り活動の推進
　◆災害支援等に関する活動  ◆その他飯山市共同募金委員会長が必要と認めた事業
【対象とならない事業】
　◆国、県または市の補助金を受けた事業および国、県、市等の外郭団体から助成金を受けた事業
　◆分担金、負担金の支出に限られる事業 ◆宗教関連事業、政治関連事業および公序良俗に反する事業
【対象となる経費・対象とならない経費】

対象となる経費 対象とならない経費
◆活動に関わる経費
　（事務費・交通費・保健代等）
◆用具類購入費用等
◆指導者への謝金／講師食事代等
◆研修費（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ研修会への参加等）　　　等

◆飲食代等
◆交際費等
◆総会費等

◆懇談会費等
◆慶弔費等
◆光熱水費

◆賃金／日当等の人件費等
◆積立金　　　　　　　　　　　　　　　等

【助成の条件】
　①団体等としての規約が定められており、事業計画と予算が策定されていること。
　②赤い羽根共同募金活動に協力いただけること
【助成額】
・対象となる経費に対し補助率 10/10 とし、1団体 5万円を限度とする（全体の配分予定額は予算の範囲内）。
　福祉普及校について、小学校は一律 1万 5千円、中学校、高等学校は 3万円とする。
【申請方法】
・申請する団体等は、「地域を良くするしくみづくり助成金申請書」に、団体等の規約または会則、事業計画、役員名簿等を添付し、
　長野県共同募金会飯山市共同募金委員会事務局まで提出する。
【選考および決定方法】
・「長野県共同募金会飯山市共同募金委員会」の審査で、助成金交付団体等および助成額を決定する（平成 29年 3月頃の予定）。
【助成金の実績報告書の提出】
・助成金の交付が決定した団体等は助成対象事業終了後、「地域を良くするしくみづくり助成金実績報告書」を提出し、それに基
　づき助成金額が決定し、その後交付となります。

　この欄に関するお問い合せお申し込みは湯の入荘まで　☎：65-3312 / FAX：65-4537
　一般開放日　毎週土曜日　9：00～ 15：30　※入館協力費 300円をご持参ください。

せら知おのらか荘入の湯

1 月 11日（水）『飯山の文化遺産』
　講師　望月 静雄 先生（長野県文化財保護指導員）

1月 17日（火）『異常気象と飯山』
　講師　清水 岩夫 先生（前飯山市教育長代理）

一般介護予防教室「磨
ブラッシュアップ

こう」シニアの男女 1月の日程 　場所　湯の入荘　図書室時間　10：00～ 11：00
※入館協力費 300円をご持参ください。

共同募金にご協力をお願いします
　11 月 3 日ふれあいまつりで、街頭募金、チャリティバザー等で赤い羽根共同募金に総額
315,898 円のご寄附をいただきました。皆さまのご協力ありがとうございました。
　引き続き、皆さまのあたたかいご支援、ご協力よろしくお願いいたします。

募集期間：平成 28年 10月 1日～ 12月 31日

　皆さまの投稿をお待ちしています。
　〒 389-2253　飯山市大字飯山 1211-1　社会福祉法人　飯山市社会福祉協議会「今月の歌」係 宛


